
 

 



 敷地内の桜も葉桜に変わり、多くの樹木が一斉に新緑の時期を迎えています。私

は四季の中で今の季節、この瞬間が大好きです。冬の寒さに耐えていた植物が一

斉に目を覚まし活動を始め、日に日に変化するその景色は毎日が楽しみで、さらに

太陽の日差しも加わり、すべての生き物が活動的になります。私自身もこの時期は、

額に汗して土を耕し、種をまく日々で過ごしています。生きていることに感謝し、自然

の中に人間として生かされていることを実感する瞬間でもあります。 

 しかし、今、校舎室の窓から外を眺めていると、何か寂しさを感じます。本来であれ

ば、授業をする先生方の声や、歓喜あふれる生徒達の声が聞こえるはず。耳を澄ま

せば、今はただ風の音しか聞こえません。四月、南郷高校に赴任し「挨拶をしよう。

ルールを守って行動で示そう。そして信頼できる仲間をたくさんつくろう。」と始業式、

入学式で生徒に向かいそう呼びかけしましたが、残念です。 

全国高等学校体育連盟は夏のインターハイ中止を決定しました。新型コロナウィ

ルス感染拡大を受けたもので、岡田会長は「インターハイは高校生最大のスポー

ツの祭典として夢の舞台であり、中止の判断の向こうには大きな悲しみと目標を

失った高校生の姿があることは痛いほど承知している」とし、「高校生たちの安全

安心、命を守ることを選んだ」と述べ、命を守る決断だったことを強調していました。

さらに会長は、高校の運動部の生徒たちに対して「これまで取り組んできた練習

は無駄にはならない。仲間と協力し、共に汗や涙を流した一日一日の取り組みは

掛けがえのない財産になる。生涯、スポーツに関わっていってほしい」とメッセージ

を送っています。 

今南郷高校では、春の作物管理と一人一人の生徒の将来に向き合う準備をし

ながら、生徒の安全安心と学校の再開を願って、その時を待っています。 


